雑記帳　　　『回帰』　　　　　　　　　　高野　獨源
　　　　　　　　　　　　　　　　自二〇〇八（平成二十）年一月一日
                                至二〇〇八（平成二十）年十二月三十一日
二〇〇八（平成二十）年一月一日　火曜日　元日　八九一二
　平成二十年は、子年である。

 例年同様、元日××に行く。
　
一月二日　水曜日　八九一三
　これも例年通り、××に行く。
　『のだめ総集編』前編。

一月三日　木曜日　八九一四
　初詣に行く。八幡様、お不動様、弁財天。近くの八幡ラーメンで夕食。××堂にも行った。

　『のだめ総集編』後編。

一月四日　金曜日　八九一五
　今日今年の仕事始め。
　昼は「××××寿司」。
　『のだめカンタービレ欧州編』前編。

一月五日　土曜日　八九一六
　夏目漱石生誕一四一年。
　×××餅つき大会。　　
 『のだめカンタービレ欧州編』後編。
　司馬遼太郎『覇王の家』再読。

一月六日  日曜日　八九一七
　杉並公会堂にて××××××練習。××は髪の毛を切りに行った。
　『天障院篤姫』第一回。

　『天と地と』（テレビ朝日）。

　
一月七日  月曜日　八九一八
　昼、そば。
一月八日  火曜日　八九一九
　昼、「×××食堂」。

　電話の予定帳を整理した。

　夜、二十三時頃まで仕事して、××××「天下一」で麻婆豆腐。

一月九日　水曜日　八九二〇

昼は串揚げ蕎麦屋と、会社二階でコーヒーを飲んだ。

『マジカル・アイ』五冊目に突入。　

　
一月十日　木曜日　八九二一
　昼、ペッパーランチ、夜、万豚記。

一月十一日  金曜日　八九二二
　昼、ジロー。

　××フィル。マーラー、第一楽章、花の章。レオノーレ。

一月十二日  土曜日　八九二三
　【夢二つ】ミラがリモコンでぶつかり、エンジンが止まらなくなる。何か怪我か病気の子を異郷で見る。
　××音楽教室。

　家で、DVDで『今、会いに行きます』を観た。

一月十三日　日曜日　八九二四

　××友人来る。

　夕方より、××××ドトールでボーイング大会があったため、子供達を××に預けて、××と参加した。××先生なども来ていた。　
一月十四日  月曜日　成人の日　八九二五
　給油。今回は燃費が良く、二十三キロ位行った。

　祝日だが、会社に出て仕事した。十七時位まで。

　珍しく、イトーヨーカ堂「ポポラマーマ」で食べた。

一月十五日　火曜日　八九二六
　【夢】八幡様の弁天池の裏に、似たような神社がある。そこで、××さんが、知り合いの家を見つける。酒がふるまわれる。××さんが会計の試験を受ける。
　ホームページを更新し、顔の出ている写真を省いたり、自分の個人情報をかなり省いたりした。

一月十六日  水曜日　八九二七
　昼、串揚げ蕎麦屋。

　夜、ファイナンスの会があり、「日本海」に集った。

一月十七日  木曜日　八九二八
　気分悪く、午前半休。

　しかし、会社に行き、夜、月島で××響の練習に出た。

　DVD『フラガール』を観た。蒼井優が上手だった。

一月十八日  金曜日　八九二九
　×××にお迎え。××フィル欠席。
一月十九日  土曜日　八九三〇
音楽教室、臨海公園、××フィル、定例会。電話が掛かってきて、いよいよ光ファイバー定額制に加入することにした。　

一月二十日 日曜日　八九三一
　××八歳誕生日。お台場のトイザラスに行って、親からディノサウルスのベルトをプレゼントした。××のばあばがケーキをくれた。

　『篤姫』。

　Ｎ響アワーは、××じいじの知り合いのベートーベン研究家、青木やよひ氏がゲストで出ていた。

一月二十一日  月曜日　八九三二
　『ミスター･ビーン』。
一月二十二日  火曜日　八九三三
　××離職会、で××氏××氏と神田で久しぶりに会った。二人とも元気そうで何よりだ。
一月二十三日  水曜日　八九三四
　Biglobe、KDDIの光ワンに申し込んだ。
一月二十四日  木曜日　八九三五

　昼、La Luce.

　月島で××響練習。

　『日本の堅城Ⅱ』を借りて読んでいる。

一月二十五日  金曜日　八九三六
　昼、牛乳屋。
　××フィル。レオノーレ、マーラー。

　タモリ倶楽部と温暖化の討論番組を見た。

一月二十六日  土曜日　八九三七
　×××音楽教室。×××小児科。
　深大寺城見学。土塁も空堀も土橋も在った。子ども達もはしゃいでいた。素晴らしい。

　温泉「ゆとり」に寄る。ビデオカメラの調子がどうも悪い。

　甲州街道の「ジョナサン」で夕食。

一月二十七日  日曜日　八九三八
　午前中子ども達と図書館に行った。腹痛がしている。

　午後、××××××練習のため、市川男女共同参画センターに行った。車で行った。

一月二十八日　月曜日　八九三九
昼、そば。光ワンから、住所確認あり。　

一月二十九日  火曜日　八九四〇
　昼、そじ坊、夜、カヤグムで×××××会があった。

　×××××を戦国時代の国盗り物語に喩えてみた。

一月三十日  水曜日　八九四一
昼、そば。五銘柄。足癒。　

一月三十一日  木曜日　八九四二
　昼、巣鴨とんかつ。

××響の練習が、立派な日本橋社会教育センターであった。

二月一日  金曜日　八九四三

　××フィル、レオノーレネマーラー。

二月二日  土曜日　八九四四
　××仕事。×××休み。

　『ラストエンペラー』、『炎立つ』などダビング。

サイゼリア、ユニクロ、××書店。『戦乱の日本史』買う。
ピアノ練習。　

二月三日  日曜日　八九四五
　節分。
　大雪だ。×××のお友達、×××さん一家がいらっしゃる。

　八幡様の豆まきに行ってみたが、間に合わなかった。

　イトーヨーカ堂で子供達百円ゲームをする。

　『篤姫』、Ｎ響アワーは、ブロムシュテットのシベリウス。

　
二月四日  月曜日　八九四六
　××遅番。

昼「御丹孤」。
××さん宅にお迎え。ピアノ練習。

二月五日  火曜日　八九四七
　昼、「イタリア」。

　××さんお迎え。

　シューマン『カルニファル』など弾く。

二月六日　水曜日　八九四八
　昼、牛乳屋。
　チャップリン映画、××××中。
二月七日  木曜日　八九四九
　昼、珈琲館。

　××響森下。
二月八日  金曜日　八九五〇
　××フィル弦練。レオノーレ中心。

　

二月九日  土曜日　八九五一
　明日からの旅行に備えて、子供達とオートバックスに行き、チェーン購入。

　××フィル、定例会、ユニクロ。

　今日はレオノーレとマーラー四楽章。

　給油。

二月十日　日曜日　八九五二
　五時三十分××場発。
　上里サービスエリアで朝食そば。

　富岡インターチェンジで下りて、富岡製糸場を初めて見学した。世界遺産の候補になっているようである。祖母が富岡製糸場で働いていたと聞いていたが、どうしてそんなに貧しくなかったのに、過酷な労働をしていたのかといぶかしんでいたのだが、やっと訳が分かった。ここでは、士族の子女を集めてモデル工場のモデル行員として働いていたのだ。従って労働は、そんなに過酷ではなく、むしろ優遇されていたのだ。そして、故郷に帰って技術あるいは、工場のイメージアップを期していたのである。
　雪の残る、貫前神社、妙義神社と参拝して、またそばを食べた。その後、北条系の後閑城を見学。山城の妙を味わった。各曲輪や空堀が実に良く分かるように整備されていた。物見櫓も復元されていた。
　宿は、亀沢温泉センターだが、雪が深くなり、かつ、宿の前辺りで車輪が空転し心配したが、何とか駐車場に入ってそこで翌日のためにチェーンを巻いた。

　『篤姫』を見る。
二月十一日  月曜日　建国記念の日　八九五三
　七時半朝食。
チェーンが早速役にたった。

国定忠治処刑の地、大戸関跡を見学して、ついに岩櫃城に到着した。と言っても、このとき既にチェーンを外しており、また、チェーンをしても道が狭そうだったため、車を降りて歩いたが、結局城まで大分歩くことになった。

やっと城に取り付いたが、雪が深かったため、皆靴がびしょ濡れになった。ついに四人は東の斜面で待つことになり、吾輩だけが岩櫃城本丸まで登ったのであった。

本丸からの景色は良かった。ここで真田昌幸が指揮を執ったのかと思うと、感慨が深いものがある。やはり、よく構造を考えて城を築いてあると思う。大きな竪掘りも圧巻であった。
さて、岐路もてくてく歩いてやっとミラに到着した。

中之条のお洒落なイタリアレストランで昼食。

伊香保温泉に至る。高峰まで行ったが、榛名湖の方に行くのは途中で諦め、伊香保に引き返した。旧ハワイ公使別邸を見学したり、町を歩いた。石段の上の方の小物屋兼喫茶店でケーキセットを食べた。
渋川から高速道路に入って帰路に着く。高坂サービスエリアで夕食して××××に二十二時三十分に到着した。　　

二月十二日  火曜日　八九五四
　昼、「海外天」。

二月十三日 水曜日　八九五五
　昼は「××××」。
二月十四日  木曜日　八九五六
　「一馬」の場所が変わっていた。

××響。
二月十五日  金曜日　八九五七
　昼ドトール、ビジュアルオルガンコンサート。
　××フィル。

二月十六日　土曜日　八九五八
　××交響楽団本番。ティアラ××。松岡究指揮。
　リヒャルト・シュトラウス『ドン･ファン』

バルトーク『オーケストラのための協奏曲』

アンコールは、バルトークの小曲。

　××さん聴きに来てくれる。
住吉の珈琲館で昼ホットケーキ食べた。

二月十七日  日曜日　八九五九
　イトーヨーカ堂ファミール。
　明日は、××××保育園で演奏なので、その練習をした。
二月十八日  月曜日　八九六〇
　××××保育園で、××とバイオリンとピアノの演奏。曲は、『愛の挨拶』やトトロやその他全八曲程である。××が学校が休みだったので、一緒に来て、ビデオ撮影をしてもらった。
　その後、××ギャザリアのイタリアンで昼食。

　××は仕事に戻り、吾輩は、××とイトーヨーカ堂の映画館で『Earth』を観た。
二月十九日  火曜日　八九六一
　昼はラーメン。

　新宿。
二月二十日  水曜日　八九六二
　昼珈琲館、夜万豚記。

　池袋。

　
二月二十一日  木曜日　八九六三
　昼、牛乳屋。

　上野で××××。

　光ファイバーの機器が届いた。
二月二十二日  金曜日　八九六四
　昼は久しぶりに「×××」。

　××フィル。

　ビッグローブ光ワン、ついに開通。
二月二十三日  土曜日　八九六五
　大風。

　××は仕事。音楽教室、臨海公園、ドトール。

二月二十四日  日曜日　八九六六
　午前中にイトーヨーカ堂で買い物。

　××××××。市川公民館。車で行った。風で東西線等一部止まっていたらしい。浦安経由で帰って来た。
二月二十五日  月曜日　八九六七
　××、熱で保育園休む。吾輩も熱発生。
　午前会議。昼、珈琲館。

二月二十六日  火曜日　八九六八
　『戦乱の日本史』は第五巻真田幸村。

　昼、定例会議後「そじ坊」。

二月二十七日  水曜日　八九六九
　昼珈琲館。

　池波正太郎『炎の武士』××さんから借りて読んだ。

二月二十八日  木曜日　八九七〇
　昼月山亭、夜、万豚記。渋谷。
二月二十九日　金曜日　八九七一

　今年は閏年なので、二十九日まである。

　昼、ふじ見茶屋。

　××フィルは無し。

三月一日  土曜日　八九七二
　音楽教室。

午後六時から、××フィル。
三月二日  日曜日　八九七三
朝イトーヨーカ堂に買い出し。

行徳で××××××。

サイゼリア。　　

三月三日　月曜日　八九七四
　昼、一馬。
三月四日 火曜日　八九七五
　昼、御丹孤。
　夜遅く帰宅。
三月五日  水曜日　八九七六
　昼、カレー「シャンティ」、夜、万豚記。
三月六日  木曜日　八九七七
　一馬でメンコロ。

　『新国出兵政策』作成。

三月七日  金曜日　八九七八
　××フィルなし。

　昼、ラ・ルーチェ。

　『新国出兵政策』を『獨國新和國出撤兵作戦表』に改訂。危機を乗り切るべし。

三月八日  土曜日　八九七九
　午後一時から新宿区箪笥町区民センターで、×××音楽教室の発表会。××はバースデイマーチを弾いた。
　その後、色々回った。まず、牛込城。これは現在光照寺である。向かいの日本出版クラブあたりも、城域であったらしい。この辺の坂の感じでは、いかにもと言った感じがあり、この辺は、丘の頂点のように見える。次に、毘沙門天に出て、お参りし、ホン書き旅館「わか菜」の前を通って、築土城に登った。現築土八幡である。向かい側は、御殿山城である。徳川家光の狩のための仮の御殿があったからこの様に呼ばれているようだ。
　築土八幡の裏から攻めて正面に降りて来たのだが、その後、御殿山城方面に登り、白銀公園で遊んだ。後で読んだ説によると、ここが御殿山城の本丸跡だそうだ。それから、赤城神社に参って帰宅した。
　
三月九日  日曜日　八九八〇
　午前中イトーヨーカ堂。

　行徳で××××××。
　××は会があり出てくる。夜、ばあば来る。
三月十日  月曜日　八九八一
東京大空襲六十三周年。
×××食堂でメンコロ。夜、始めて巣鴨の「やきそばー」に行った。
三月十一日  火曜日　八九八二
　朝、給油した。今回は、燃費十八点〇八と、低目であった。
　昼、プルミエ。

　帰りに、会社の近くで、蛙が靴に触った。

　××フィルでマーラー。

　今日は、作戦表が功を奏して、一日で六十六円分も上がった。

　
三月十二日　水曜日　八九八三
　獨源國両日で最大戦果挙ぐ。昼、串揚げそば。

『その時歴史が動いた』は小田原城と北条氏。
　ホワイトデーの仕込みする。夜、万豚記。

　
三月十三日  木曜日　八九八四
　昼、牛乳屋。××××の書類郵送する。
三月十四日  金曜日　八九八五
　昼、イタリア。
　××フィル。マーラーとレオノーレ。

三月十五日  土曜日　八九八六
　音楽教室。×皮膚科。
　『ドラえもん・緑の巨人伝』をイトーヨーカ堂で観た。

　その後自転車で××公園に行った。
三月十六日  日曜日　八九八七
　今日は八王子城に行った。ここは、八王子といっても、元八王子で高尾駅の方が近い。駅のロータリーにも、乗り込んでしまった。
　結局城は、午後三時から五時までの二時間位しか歩けなかった。御主殿跡と山に登って金子丸まで見た。後は持ち越しだ。

　『篤姫』。

三月十七日  月曜日　八九八八
　たしろ。会社映画友の会。
三月十八日  火曜日　八九八九
　一馬。新宿。

三月十九日  水曜日　八九九〇
　珈琲館。

　作戦表通りに実行することが大切だと再認識する。

三月二十日  木曜日　春分の日　八九九一
　今日は北条系の旅の続きとして、小田原に行った。
　まずは、石垣山城。本丸、二の丸、西曲輪、井戸曲輪、南曲輪などを見学。井戸曲輪の石垣が圧巻である。流石石垣山城と言うだけのことはある。

　小田原城お堀端のそば「橋本」で食べた。近くに土塁も残っていた。小田原城門などを見学した。
　最後に「お堀端万葉の湯」に浸かって帰宅した。

三月二十一日  金曜日　八九九二
　バッハ生誕三二三周年記念日。カールフライターク。
××フィル。
オランダバッハ協会の『ヨハネ受難曲』を聴いて録画した。

三月二十二日  土曜日　八九九三
　音楽教室、×皮膚科、フードコート。
　××フィル、定例会。

　××と子供達は、町内会の引継ぎに出掛けた。

三月二十三日  日曜日　八九九四
　司馬遼太郎『豊臣家の人々』（一九七三中央公論社）読了。
　『篤姫』江戸へ出発。

三月二十四日  月曜日　八九九五

　昼、アジア会館。
三月二十五日  火曜日　八九九六
　池波正太郎『若き獅子』（一九九四講談社）。
　昼、櫻寿司。夜、中華。
三月二十六日  水曜日　八九九七
　チャップリンの伝記を英語で読んだ。中学か高校時代にも読んだような気がする。

　昼牛乳屋、夜、中華。

三月二十七日  木曜日　八九九八
　熱が三十七、二度出た。下痢、のどが痛く、筋肉痛。

　たしろ。

　夜、ファイナンスの会が「ふで春」で行われた。
三月二十八日  金曜日　八九九九
半休して×××××内科に行った。××フィル欠席。

三月二十九日  土曜日　九〇〇〇
　記念すべき、日記開始第九千日目。

×皮膚科、音楽教室。暫く居なかった受付の人がピアノの××先生として、再登場した。
　大学オーケストラの仲間と四谷の土手（土塁）で花見をやった。ドトールにも寄った。
三月三十日  日曜日　九〇〇一
　昨日の四谷の辺りをドライブした。イトーヨーカ堂、『篤姫』。

　チャップリン『殺人狂』などダビング。
三月三十一日  月曜日　九〇〇二
　昼、珈琲館。

会社の花見は延期となった。『母べえ』。

　××さん宅にお迎え。
四月一日  火曜日　九〇〇三
　公園にて会社の花見。

四月二日  水曜日　九〇〇四
　×××食堂。
　××町でボロディン練習。

四月三日  木曜日　九〇〇五
　昼、大華飯店。
　
四月四日  金曜日　九〇〇六
　昼、ジローでハンバーグ。

××フィル。

四月五日　土曜日　九〇〇七
　音楽教室、×皮膚科。
　保育園進級式。先生たちの『ぐりとぐら』も上演された。

　久しぶりに八丁堀デニーズ。

四月六日　日曜日　九〇〇八
　イトーヨーカ堂に買出し。
　本八幡で××××××の練習。車で行った。

　夜は、イトーヨーカ堂万豚記。『篤姫』。
四月七日  月曜日　九〇〇九
　××は始業式。
　昼、珈琲館。

四月八日　火曜日　九〇一〇
　田村裕『ホームレス中学生』を読んだ。

　昼は会議後『銀杏』。

四月九日  水曜日　九〇一一
　××は熱で学校を休んだ。

　池波正太郎『戦国と幕末』。

　昼、珈琲館。

四月十日  木曜日　九〇一二
　××場でボロディンの練習。

　司馬遼太郎『ペルシャの幻術師』（文春文庫二〇〇一）。

　
四月十一日  金曜日　九〇一三

　××フィルなし。北千住。 
四月十二日  土曜日　九〇一四
×皮膚科、音楽教室。
××フィル、定例会付き。　

四月十三日  日曜日　九〇一五
　××××××ンサンブル本番。神田教会。

　カンタータ第八四番

　カンタータ第八五番

　カンタータ第一〇四番

　カンタータ第一〇八番

　今回はセカンドバイオリンだった。朝はオルガン運びをし、打ち上げには出なかった。
　『篤姫』。

　自散髪。

四月十四日  月曜日　九〇一六
　昼、珈琲館。

　××さんが会社に復帰した模様。
四月十五日  火曜日　九〇一七
　大阪出張。帰りに大坂城に寄って来た。森の宮の南から攻めて北のビジネスパークに抜けた。大江戸線のような感じの、長堀鶴見緑地線にも乗った。線路幅は、一四三五センチメートルであった。
四月十六日  水曜日　九〇一八
　珈琲館。九時まで仕事。
四月十七日  木曜日　九〇一九
　××さんの復帰歓迎ランチ、××さんと。
　モーツァルト・ホルン五重奏曲の練習が××町があった。
四月十八日  金曜日　九〇二〇
　珈琲館。

××フィル。選曲会議。
四月十九日  土曜日　九〇二一
音楽教室。

　豊洲のマンションで保育園の役員慰労会があった。
四月二十日  日曜日　九〇二二
　佐倉の国立歴史民族博物館に行った。ここは高校生の時に学校で行ったが、実は佐倉城のであった。土井利勝の城である。立派な馬出しが復元されていた。もちろん、歴博も見学した。帰りにかっぱ寿司佐倉店に寄った。イトーヨーカ堂で買出し。

四月二十一日  月曜日　九〇二三
　司馬遼太郎『夏草の譜』。
　キッシュの店で××××送別ランチ。

四月二十二日  火曜日　九〇二四
　昼、ラ･ルーチェ。

夜、連休の旅行予約をした。蔵王、岩出山、福島に泊まる予約をした。秋田方面に行くかどうか迷う。多分距離的にきついと考える。
四月二十三日  水曜日　九〇二五
昼、さんさん。
四月二十四日  木曜日　九〇二六
　司馬遼太郎『義経』下巻。

昼珈琲館、夜万豚記。
四月二十五日  金曜日　九〇二七
　珈琲館、××フィル。
四月二十六日　土曜日　九〇二八
　音楽教室。
　××フィル室内楽演奏会。

　最初に出場した。

　モーツァルト　ホルン五重奏曲

　ボロディン　弦楽四重奏曲第二番第一楽章

　モーツァルト　ディベルティメント　へ長調
　ラデツキー行進曲

　イトーヨーカ堂で、ポポラマーマで食べた。

四月二十七日  日曜日　九〇二九
　睡眠。
四月二十八日  月曜日　九〇三〇
　珈琲館。本郷「せんごく」。
四月二十九日  火曜日　昭和の日　九〇三一
　久しぶりに××家にお邪魔し、帰ってから寝てしまった。
四月三十日  水曜日　九〇三二
　明日からの値段の上昇に備えて給油。

　昼、蕎麦屋。

五月一日  木曜日　九〇三三
　司馬遼太郎『酔って候』。
　昼はCFOと、×××食堂。

　『旅に出たくなる日本地図』と城の本を買った。

五月二日  金曜日　九〇三四
昼は「一馬」。××フィルは欠席し、仕事を二十三時頃までやっていた。明日は三時起きして旅行だ。
五月三日  土曜日  憲法記念日  九〇三五
　四時二十三分××場発。阿武隈、郡山とへて、猪苗代湖、磐梯山を経て、裏磐梯の柳沼、桧原湖のそばでそばを食べた。もう、来年の大河ドラマ、『直江兼続』のポスターが貼られていた。

　会津から米沢に到着。上杉神社に参拝し、上杉祭りの川中島合戦の再現を川っぺりに見に行った。武田軍が妻女山から降りて来るところなども，やっていた。

　米沢から、蔵王温泉プラザ、『スター×××、樹氷の家』へ向かったのだが、何と、山の上にロープウェイで行かなければならない事が電話してみて始めて分かった。ロープウェイはもう終わっている。車では、途中雪で通行止めになっていて行けないそうだ。
　そこで、宿のマイクロバスと、雪上車を経験することとなった。山の上はまだスキー場が開いていて、雪が厚く積もっていた。

　「樹氷の家」は大きなホテルだった。

　
五月四日  日曜日  みどりの日  九〇三六
　朝、上山城を見学。公園に登り階段の無い滑り台があった。それから山形城の堀と石垣を見て駅ビルでカレーやラーメンなどを食べた。
　文翔館などの建物前を通って立石寺に向かった。立石寺は吾輩は二度目である。結構人出があった。

　それから尾花沢経由で宮城県側に抜け、伊達政宗の居城、岩出山に向かった。
　岩出山城内公園の、かつての本丸のあった位置に、観光亭という古い旅館が建っているのだ。何と、そこに泊まることが出来るのだ。建物に入ると、廊下と部屋が傾いていた。トイレは汲み取り式で、二階から一階まで落ちるようになっていて、小さい子供たちに気を付ける必要があった。

　城の中腹には、C五八一一四蒸気機関車があった。夜、『篤姫』を見た。
五月五日  月曜日  子供の日  九〇三七
　朝食後、チェックアウトをしたが、何しろ宿自体が本丸なので、そのまま、城探検をした。各郭を歩き、北の空堀、土塁などを見て歩いた。大きな蝸牛が居て、子供達の目に留まっていた。
　その後、車で城のふもとの有備館に行った。これは、伊達藩の藩校である。岩出山城よりも、こちらの方が人気があって、見学客で一杯だった。ボランティアガイドの方に建物内と庭園を案内して貰った。

　その後は近くの「感覚ミュージアム」に行って、中でピラフを食べた。ミュージアム自体は、ちょっと物足りなかった。
　仙台に向かう。車の中で××から電話が掛かってきて、子供の日のプレゼントを呉れるという話であった。×××はゆめ猫、××、×はベルトをお願いしていた。給油して、多賀城に行った。政庁跡のみならず、その東側にある、日本三大古碑の一つである多賀城の碑も見た。それから、暗くなっていたが青葉城の中ほどを経由して、仙台駅前のぐるぐるパーキングにミラを停めて、駅ビルのスペイン料理を食べた。
　今日の宿泊は御馴染みのチサンイン福島西インター。例の二段ベッドの家族部屋だ。どこのチサンインに行っても同じスタイル。新しいので気持ちが良い。

　
五月六日　火曜日　九〇三八
　チサンインの朝食のパンもおいしい。
　今日は帰宅のみ。佐野でラーメンを食べた。館林のつつじの時期だったが寄りはしなかった。
　午後三時ごろ、直接××に着いて、子供達はプレゼントを貰った。

　自散髪。
五月七日  水曜日　九〇三九
　××仕事。
　昼、「×××」。

五月八日  木曜日　九〇四〇
　早朝に地震があった。
　昼は「ジロー」でtsj氏と食事。

　××響は遅れて参加。

五月九日  金曜日　九〇四一
　遅くまで仕事があったため、××フィル欠席。
五月十日  土曜日　九〇四二
　××さんに誘われた、文京シビックホールでのラフマニノフ交響曲第二番の一発演奏会があった。午前十一時ごろから午後四時頃まで。×さんも来ていた。
　夕食は万豚記。イトーヨーカ堂で買出し。

五月十一日  日曜日　九〇四三
　母の日。

家族全員で自転車で、××公園から仙台堀川、横十間川親水公園のボート乗り場まで行って、ボートに乗った。
　イトーヨーカ堂にも行って、フードコートで食べた。

五月十二日  月曜日　九〇四四
　中国四川で大地震発生。

　昼は「×××」。

　ホームページ更新。

五月十三日  火曜日　九〇四五
　今日から四日間成田のビューホテルで研修。昨年も六月に研修を受けたが、その時は良い思い出は無かった。今回はどうであろうか。夜遅くまでやるので大変だ。食事や設備は天国の様に良い。
五月十四日  水曜日　九〇四六
研修二日目。

夜、テレビでマイケル・Ｊ・フォックスのインタビューを見た。立派だと思った。

五月十五日　木曜日　九〇四七
　最後の夜ということで、グループ単位でロビーでちょっとした飲み会。
五月十六日  金曜日　九〇四八
　帰京。

　遠藤周作『女（上）』を読む。××ばあばが来てくれて、××フィル。

五月十七日 土曜日　九〇四九
　午後一時から××フィル定例会。××野球見学。

　サイゼリア、イトーヨーカ堂。

　野口武彦『幕末不戦派軍記』（講談社）を読んだ。

五月十八日  日曜日　九〇五〇
　鎧兜を片付けた。
　××野球見学。

　市川男女共同参画センターにて××××××。

　××××「天下一」にて夕食。

　『篤姫』。

五月十九日  月曜日　九〇五一

　昼、さんさん。
五月二十日  火曜日　九〇五二
全日社内研修。システム関係。昼、珈琲館。
　『相棒』。
五月二十一日  水曜日　九〇五三
　今日も全日社内研修。昼は「×××食堂」。

　夜は「旭川ラーメン番外地」。チャップリンの『モダン･タイムス』と『街の灯』のDVDを買った。

五月二十二日  木曜日　九〇五四
　今日は半日社内研修。昼は珈琲館。

　××フィル弦練。予め時間割を決めて進めたので効率が良かった。

　遠藤周作『女（下）』読む。

五月二十三日　金曜日　九〇五五
　夜、××、××、××、××、××各氏。四谷スペイン。

　
五月二十四日  土曜日　九〇五六
　「ぬまた」にて××フィル合宿。×××に休みの連絡するのを忘れた。
　往路ザ･フィッシュ回転寿司で昼食。

五月二十五日  日曜日　九〇五七
　昼食後解散して、家族で勝山城に寄った。江戸時代の陣屋跡に井戸が残されていたが、教育委員会建てた看板などは、いつの間にか倒壊して無くなっていると言う。地元の方の話であった。向かいの大黒山城に展望台があり、こちらが城の様になっていて、誤解を招きそうである。
　××に寄って帰ってきた。
五月二十六日  月曜日　九〇五八
　川田亜子アナウンサー自殺のニュース。
五月二十七日　火曜日　九〇五九
　森下で××響の練習。

　万豚記で夕食。

　桓武天皇の母は高野新笠だと知る。姓は和（やまと）。子孫は高野姓を賜った。また藤原中御門系にも、高野家が存在する模様。

五月二十八日  水曜日　九〇六〇
　『隠し砦の三悪人　ラストプリンセス』渋谷。

　渋谷金王神社は渋谷城である。広尾駅に至る。
五月二十九日  木曜日　九〇六一
　年次休暇。

　××と亀戸のヤマダ電機に初めて行って電子レンジどCDラジカセを買った。

　両国第一ホテルで昼食とケーキ。

　夕食はみんなでイトーヨーカ堂万豚記で食事。昔の平置き場の立体になった駐車場に停めてみた。
五月三十日  金曜日　九〇六二　雨
　昼、王将で食べた。

　××フィル、マーラー。
五月三十一日  土曜日　九〇六三
　しながわ水族館に、×××親子遠足。
　雨が降っていた。

　カセットダビング再開。プラグが違うのかも知れない。

六月一日　日曜日　九〇六四
　××運動会。××じいじばあば、××子来る。

　『篤姫』、家定うつけではなかった。うつけの振りをしていた！

六月二日  月曜日　九〇六五
　年休とってディズニーランドへ。

　平日なのに混んでいた。後で聞くところでは、横浜開港百五十周年記念日で休みの人が多かったとか。

　乗ったものは、メリーゴーランド、マークとウェイン船、ベアー、カリブの海賊、汽車、スイスファミリー、ダンボ（大混雑していたが×が希望）、イッツ・ア・スモールワールド、ハチャメチャドライブ、そして、エレクトリックパレードを観て帰って来た。京葉線で数駅なので簡単だ。越中島で下りて、家族で初めて「ペッパーランチ」に行ったら、大好評だった。

六月三日  火曜日　九〇六六
　東池袋。××、××各氏。

六月四日　水曜日　九〇六七
　足。
　
六月五日  木曜日　九〇六八
　昼そば。

森下××響。
六月六日　金曜日　九〇六九
　昼「×××」。

　××フィル、マーラー、花の章。レオノーレ。

　遠藤周作『反逆』（上）（下）。
『城巡礼東京四十八ヶ所巡り』（東京地図出版）。

『うちの子にかぎって』『パパはニュースキャスター』スペシャルダビング。　

　

六月七日  土曜日　九〇七〇
　×××無し。ピアノ××先生宅訪問。

　サイゼリア。

　東大三四郎池に行く。ここには昔、本郷城があったらしい。前田家が江戸時代に調査したとのことである。

　××野球。イトーヨーカ堂に練習用ユニフォームを買いに行った。

六月八日　日曜日　九〇七一
　××響本番。中野ゼロ大ホール。
　モーツァルト交響曲第三十五番

ブルックナー交響曲第四番

××、×、××各氏が来てくれる。

夕食は「若鯱亭」。

　『篤姫』。

    　
六月九日  月曜日　九〇七二
　×、第一回ピアノ。××先生。
　昼、×××。

ゴローに靴底修理に出す。

   自散髪。
六月十日  火曜日　九〇七三
　昼、銀杏。

　××社内の飲み会に連れ去らる。
六月十一日  水曜日　九〇七四
　昼、××氏、××氏、串揚げ屋。
六月十二日  木曜日　九〇七五
　×××第一回ピアノ。××先生。

昼、蕎麦屋。

　夜、経理で『レスト・レスト・レスト』。

　小松哲史『主を七人替えて候』。
六月十三日  金曜日　九〇七六
　昼牛乳屋。靴受け取り。二十二時三十分まで仕事した。
六月十四日  土曜日　九〇七七
　××、音楽教室、野球。
　臨海公園。

　××フィル定例会。

　
六月十五日  日曜日　九〇七八
　××野球。
　後の四人で、八王子高月城に行った。昼は石川パーキングエリアで食事。高月城は立派な城で土塁、堀切、三日月井戸などあった。本丸は畑になり、二の丸か三の丸の跡には、ホテル高月城があった。
　ペッパーランチで夕食。

六月十六日　月曜日　九〇七九
　×ビアノ。

　昼×××。

六月十七日 火曜日　九〇八〇
　静岡に出張して、東京オフィスに戻って二十三時まで仕事した。

六月十八日  水曜日　九〇八一
　昼、「やきとり亭」。××さん、××さん。
　『城巡り一覧表』にドイツの城追加。

　夕食万豚記。

六月十九日  木曜日　九〇八二
　×××ピアノ。

　昼、「珈琲館」。

　志村城に寄ってくる。登った所の城山幼稚園の名前がここが城であったことを伝えている。ここは昔古墳だった所で、その上が熊野神社になっている。小高い丘で、南東にのみ平坦な道が続いており、あとは旧坂や崖となっている。本曲輪、二の曲輪が、志村小学校、神社になっているようだ。二の曲輪と三の曲輪の間、つまり、小学校と神社の間に空堀、土塁、横矢掛かりが見て取れる。城域であったと思われる所には立派なマンションになっている。城域の周辺を歩くと、その全体像と堅固さが確認できる。
　人間と言うものは（私と言うものは）、勝手なものである。祭りの時は、前世は江戸の町民ではないかと思い、野山を駆け巡る時は、前世は狩猟民族であったと思い、城巡りをしている時は、昔は城主であった、などと想う。
六月二十日  金曜日　九〇八三
　××フィル。
　××氏とKEYに寄る。PLANETA等を飲んだ。
六月二十一日  土曜日　九〇八四
　××雨で野球無し。音楽教室。××先生に退会の事伝える。

　×××父母総会。

　家族全員で、西日暮里の道潅山城、上中里の平塚城に行った。平塚城には義家の鎧塚がある。
六月二十二日  日曜日　九〇八五
　雨で野球無し。

午前中イトーヨーカ堂買出し。
　市川公民館にて××××××。

　紅虎餃子館にて夕食。

六月二十三日  月曜日　九〇八六
　歯科検診。

　昼、珈琲館。
六月二十四日  火曜日　九〇八七
　ヨハネの祝日。

　昼、ラ･ルーチェ。

『武功夜話のすべて』を読んだ。

　『マジックアワー』。
六月二十五日 水曜日　九〇八八
　昼、定食屋。

　夜、大阪××氏送別会。

六月二十六日  木曜日　九〇八九
　×××ピアノ。

昼、さんさん。

板橋城から××。
　××で家系調べ。戸籍より、高野権吉新潟県古志郡中通村の生まれと分かる。
六月二十七日  金曜日　九〇九〇
　昼、×××。

会社の大会議室で二人の定年退職会。
　××フィル欠席。バイオリンの飲み会には××が出。

六月二十八日  土曜日　九〇九一
　音楽教室後、辰巳の森に××を野球に送る。
　昼はサイゼリアで食べ、××フィルの練習に出て、清澄に××を迎えに行った。

　大田牛一著、中川太古訳『信長公記（上）』（新人物往来社二〇〇六）。
六月二十九日  日曜日　九〇九二
　雨。×××熱。

　××学校公開。

　イトーヨーカ堂（単行）。

　『篤姫』。
　ホームページ更新。二〇〇五雑記帳等。
六月三十日  月曜日　九〇九三
　×××熱で休み。

　××科学未来館。

昼一馬で焼肉定食。

「イタリア」で原さん送別会。

　  

二〇〇八（平成二十）年七月一日　火曜日　九〇九四
　×××相変わらず休み。ママメイト。

　昼牛乳屋。

　ホームページに二〇〇七雑記帳追加。
　『いたずらぼうず大作戦』書き足し。

七月二日　水曜日　九〇九五
　マリアのエリザベト訪問の祝日。

×××、畑遠足。熱が下がって間に合った。
ランチ、ラルーチェ。××氏送別ランチ。

　大久保彦左衛門『三河物語』。

七月三日　木曜日　九〇九六
　×××ピアノ。
　昼×××。××、×、××各氏。

　池宮彰一郎『本能寺（上）』。

　
七月四日　金曜日　九〇九七
　昼、La Luce。
　タモリ倶楽部、旧東海道。

七月五日　土曜日　九〇九八
　××子誕生日。
　××フィル。レオノーレ、マーラー。

　××野球。

　×××夏祭り。浴衣を着て練習に行って直接×××に向かった。終わってから、××の万豚記で食べた。
七月六日　日曜日　九〇九九
　××野球。

　××フィル本番。土田政昭指揮、ティアラ××大ホール。

　ベートーベン　レオノーレ序曲第三番

マーラー交響曲第一番『花の章』付き

　打ち上げはいつもの神谷酒場。最近は一次会のみで帰る。
　××さん、××さん達来てくれた。

七月七日　月曜日　九一〇〇
　七夕。

朝雨。昼蕎麦屋。
　
七月八日　火曜日　九一〇一
　【夢】おとなしい政略結婚の婚約者の気を引こうと親類の集まりの中でピアノを弾いたりするが、上手く弾けない。楽譜を探すが見つからない。
　朝会議。

昼、Phoenixで焼肉セット。

七月九日  水曜日　九一〇二
　昼さんさん。

　ピアノで平井堅二曲練習。

　『その時歴史が動いた』（ＮＨＫ）は芭蕉で××××君が資料提供者の一人となっていた。

七月十日  木曜日　九一〇三
　×××ピアノ。
　昼ラザニア。

　大田牛一著、中川太古訳『信長公記（下）』（新人物往来社二〇〇六）。

七月十一日  金曜日　九一〇四
　昼上海料理東華。
　××フィル第九初見大会。全然初見ではないが。会計の会議と飲み会があった。

七月十二日  土曜日　九一〇五
　××音楽教室、野球。

　福富川親水公園に残りの四人でザリガニ釣りに行ったら、なんと××たちもコーチに連れられてザリガニ釣りに来ていた。偶然だ。

　雷が鳴り出した。

七月十三日  日曜日　九一〇六
　××野球。奥沢城に行った。世田谷の九品仏である。暑い日でアイスクリームを食べても耐えがたかった。ここには、白鷺伝説があって、鷺草園がある。周りをぐるっと土塁がめぐらしてある。

　近くに等々力渓谷もあるので初めて行ってみた。古墳があった。

　夕食はペッパーランチ。

七月十四日  月曜日　九一〇七
　昼フェニックス。
　無国籍二十五時。

七月十五日  火曜日　九一〇八
　昼二階。×××××と自宅で食事。

　ピアノ練習。
七月十六日  水曜日　九一〇九
　昼、×××食堂。
　池波正太郎『男の系譜』（新潮文庫　昭和六十年）。

　Taharqaとはエジプトの王の名であるということが分かった。

　明日人間ドックなので食事制限がある。

七月十七日  木曜日　九一一〇
　渋谷にて人間ドック。四年前にも行った所だ。×××だと言ったら、バリウムは駄目だから、後日胃カメラということになってしまった。

　昼はサブウェイにヴェローチェ。時間があるので、五月二十八日に続き再度渋谷城見学。砦の石も見つけたが、「渋谷城砦の石」という看板の文字が消えかかっていた。本多正信の「禍福は天で無くて人が招く」と言う言葉を見かけた。

　人間ドック終了後、××と待ち合わせて、スウェーデン大使館裏の西久保城見学。やはりここにも城山の名を冠した高級高層マンションが出来ている。
　序に愛宕山にも登り、虎ノ門パストラルで喫茶した。
　赤坂見附駅は昔から面白い駅だと思っていたが、表参道駅も面白い。銀座線は標準軌道で第三軌道から電気を取っている。隣の半×門線は、狭軌で架線である。

　子供達を迎えに行って、イトーヨーカ堂でキャンプ用のリュック等を買った。
七月十八日  金曜日　九一一一
　××フィル。マンフレート、ロザムンデの後、総会。新インスペクター、新副団長承認。
七月十九日  土曜日　九一一二
　××音楽教室の後江戸川プールガーデンに行った。
　給油単価百七十五円。

　お台場小香港の周記で食事。

七月二十日  日曜日　九一一三
　××野球。

午前中市川南公民館にて××××××。

午後、四人で滝野川城（金剛寺もみじ寺）に行く。

ペッパーランチ。　

七月二十一日  海の日　月曜日　九一一四
　××野球試合夢の島。面白かった。
　×が、

「佃島公園にお城がある」

と主張するので、行ってみたら、確かにあった。平成三年に出来た灯台風のトイレだが、石垣もあり、日本橋から発掘された各大名が運んだ江戸城用の石が周りに置かれていた。そういう意味では本物だ。従って「佃城」と名付けた。昔石川島灯台があった所だそうである。吾輩も何年か前に見ていた筈だが、城とは気付かなかった。その頃は城に大して興味が無かったからだ。

　×は石垣に登るのが好きなのだ。最近保育園で来たらしい。随分遠くまで連れて来てくれるのだ。

夕食自宅。
　中村彰彦『保科正之』（中公新書　一九九五年）。

七月二十二日　火曜日　九一一五

　Taharqaチーム来る。昼は二階。東大赤門前『郷』で食事。
　花ヶ前盛明『直江兼続のすべて』（新人物往来社）。

七月二十三日　水曜日　九一一六
　昼、珈琲館。
　夕方より、×××。

七月二十四日  木曜日　九一一七
　夜から朝に掛けて×××がひどくなった。結局父が付き添ってくれて七時半頃タクシーで×××××××××に行って、そのまま××となった。部屋は1252室。CTを撮って夕方××××を入れた。今回の×××は××グループ。××氏など。

　夜なかなか寝られない。

七月二十五日  金曜日　九一一八
　××二日目。レントゲン。××と父来てくれる。ややお×軽くなる。

　××フィル欠席。

　  
七月二十六日  土曜日　九一一九
　今日から旅行を計画していたが、取り消しとなった。
　×××××最後だった。母来てくれる。今日から水を二百ｃｃ飲んで良いと言われた。昼からテレビを見始める。

　米山公啓『小さなことから脳を変えていく本』（青春出版社　二〇〇八年）を読んだ。大事なことは、朝の日光浴、食後二時間目かピーク、先読みの習慣、イメージ、メモ習慣が大事だと書いてあった。
　中国の共産党のドキュメンタリーを見た。
七月二十七日  日曜日　九一二〇
　××四日目。

　「澄み渡る花火の夜も明けにけり」（独笑）。

　父、××、×××、×来る。

　『篤姫』将軍の母。Ｎ響アワーはベルリオーズ幻想交響曲など。
七月二十八日  月曜日　九一二一
　本来なら今日も旅行だった筈。
　造影剤を入れて透視。母来る。母が持って来てくれた本を読み漁る。

　西村京太郎『能登半島殺人事件』（双葉社　平成十二年）、

　西村京太郎『十津川警部捜査行　恋と哀しみの北の大地』（ジョイ･ノベルズ　二〇〇七）。
　

七月二十九日  火曜日　九一二二
　【夢】大広間に、オケの人も居れば、保育園、会社、などで、特に親しい訳ではない人達がたくさん集まっている。
六日目。朝××××を抜いた。部屋××科の一二五八から、××の九〇五に移る。

　川北義則『四十歳から人生面白くなる人つまらなくなる人』（三笠書房　二〇〇八）。
　父来てくれる。

　大建中湯を処方される。　

七月三十日  水曜日　九一二三
　今日から三日間××、×××、×は千葉県にキャンプ。
　夢の中で作曲していた。手帳にメロディーを書き留める。その他に飲み会をダブルブッキングする夢など。
××七日目。

　九時半頃にシャワーを浴びた。久しぶりに時計あわせした。
　母、××来てくれる。

　 
七月三十一日  木曜日　九一二四
　【夢】雑居ビルのバーに生徒たち。厭離穢土欣求浄土。
　××八日目にして、ついに××。午前十時。

　子供達はキャンプ二日目。

　夜、××とコージーコーナー勝鬨デニーズに行ってみる。

八月一日  金曜日　九一二五
　【夢】あちこちの区民館で（定例会のような）会合に出掛ける。目上の人達との飲み会の設定。
　子供達帰ってくる。

×××アントニオで××君の×××。

八月二日  土曜日　九一二六

　子供達、歯医者。バーミヤン。

××野球。
夜××フィル。　

八月三日  日曜日　九一二七
　××野球。
　行徳公民館で××××××。

　親水公園で××とキャッチボール。

　サイゼリア。『篤姫』。

八月四日  月曜日　九一二八
　××、××先生で初めてピアノ。
　昼はバナナにした。

八月五日  火曜日　九一二九
　昼は、ピーコックでやわらかい物を買って食べた。
八月六日  水曜日　九一三〇
　原爆六十三周年。

　朝会議。

昼、またピーコックで買った。　  

八月七日  木曜日　九一三一
　×××ピアノ。

　昼、フェニックス。

　××フィル。

八月八日  金曜日　九一三二
　北京オリンピック開会式。見られなかったが。

  昼ラ･ルーチェにて偶然会って××氏××氏と食べる。
　祭りの件で町会役員の××さんと連絡が取れた。

八月九日  土曜日　九一三三
　日記帳開始二十五周年記念日。
　【夢】ドラマのような夢だった。自暴自棄になっている人をレストランで救う。嬌子という人だった。
　越後旅行に出発。

　主目的は春日山城であったが、時間があったので、一日目は長岡に行くことにした。六月二十六日に高野家の先祖が古志郡中通摂田屋村であると知り、その後、どうやら、その摂田屋は長岡市中心に程近い所であることが分かった。それから、急に長岡に関心が出てきたのである。もともと母方祖父母が長岡出身であることから、親しみはあったのだが、父方まで長岡であったとは驚きであったのだ。今まで降り立ったことも無かった土地なのだ。

　取っ掛かりとしては、まず山本五十六記念館に行くしかない。

　雁木と消雪パイプの町である。路面は真っ赤である。

　山本五十六の実家はもちろん高野である。このことはずっと前から知っていたので、高野で長岡と来れば、この家系との繋がりを思わずにはいられない。
　開館と同時に山本五十六記念館に突入した。

　館長さんと、ちょっとここに来た理由について話したら、隣に座っていた方が、

「私も高野です」

と言った。よく見ると、似ている。五十六に似ている。

「よく、五十六の息子さんですか、なんて聞かれるんですが、違います。まあ、同族です。すぐ裏に住んでました」

と言っていた。

　どうも、五十六の高野家は丸に笹竜胆の家紋ではないようだった。
　その後、復元された高野五十六生家を見学した。

次は河井継之助の記念館に行った。

昼は市役所近くの寿司屋で食べた。時間もあるので、北海道沙流郡の戸籍に載っていた高野三平の戸籍を取ろうと思った。

市役所に行くと、休日には「ながおか市民センター」が大手通に開いているとのことだったので、早速駅前に戻った。

ながおか市民センターで戸籍を取る。実は、本籍の番地などを持ってこなかったので、父に電話した。

戸籍を貰った。権吉の父は、孫蔵であることは、分かっていたが、分家元の三平は兄であることが分かった。三平家を家督相続した高野ソカの戸籍がちらりと見えたが、これは貰えなかった。直系でないからであろう。

父に電話した。

「三平は、権吉のお兄さんだったよ」

電話の向こうからも、そうか、という納得が行ったというような、反応があった。

休憩所で戸籍を見ながら、重々しい気持ちになった。その二枚の紙切れから、色々な物語が見えて来たからであった。例えば、孫蔵の長男、多吉の欄には、明治九年、失踪とあった。

既に来年の『天地人』の直江兼続のプロモーションをやっていた。

駅に行ったり、城の二の丸跡に行ったりした。

今日の宿は小千谷なので、南に向かって行く。出来れば、摂田屋を通ってみようと思った。車を走らせていると、やがて、古い街道といった趣の通りに出た。とても雰囲気のある道だったので、一旦通り過ぎて、また引き返してみた。ふと電信柱を見たら、摂田屋一丁目とあったので、車を停めた。記念にと思って両親に見せようと思って、写真を撮った。車をちょっと裏通りに進めてみたら、大きな盥のような桶のようなものがあった。これが越のむらさきであった。醤油、味噌、酒の街だったのだ。摂田屋というのは！平成二十年。ついに、高野家の子孫が摂田屋に戻って来ました。明治二十九年権吉が北海道に渡ってから、百十二年後のことである。

ある寺の前を通った。光福寺という、浄土真宗の寺だったので、立ち寄ってみることにした。戊辰戦争で長岡軍本陣でもあったようだ。
ちょっとお墓を見せてもらった。
お寺の方が親切な方で、とても協力して下さった。長岡の花火は一週間前で、今は少し時間があるとのことでもあった。
村の物知りおばさんのところに案内してもらい、話を聞き、更に、二件残る高野家のうち、一軒に案内してもらった。高野正次氏である。年はよく分からないが、九十位なのだろうか。

　どうやら、わが高野家ではないようではあった。高野三平家の戸籍に載っている名前については、全く御存知でないとのことであった。
　もう一軒の高野家については、もうお嫁さんが一人残っているだけで、分からないだろう、とのことだった。

　お寺の方にお礼を述べて小千谷に向かった。

　小千谷では「龍の湯」に泊まった。花火をやった。この辺は天然ガスが出るらしい。
八月十日  日曜日　九一三四
　夜中、大きな虫が入っていると思って電気をつけて良く見たら、クワガタのメスだった。早速虫かごに入れる。二泊目の宿ではカブトムシが取れるとのことで、用意してきているのである。
　その後、また戸籍を見つめて、色々なことを想像した。

　朝食後、柏崎に出て、日本海を春日山城に向かった。

　春日山城の麓には、「謙信戦国館」なるＮＨＫの展示が出ていた。

　おにぎりを持って春日山城に登ったが、予想以上に壮大な城であった。大井戸も笹井戸も興味深かった。景勝方が景虎屋敷に鉄砲を撃ちかけたというが、その位置関係にも興味があった。

　千貫門の近くで×××が小さいクワガタのメスを捕獲。これで二匹目。

　春日山城のあとは、高田城に行って、三重櫓にも登った。

　妙高のペンション「山ぶどう」に向かった。ちょっと迷ってしまって遅くなった。人気のペンションらしく、家族連れで賑わっていた。

　カブトムシ捕りに案内してくれ、パン作り体験もできた。

八月十一日  月曜日　九一三五
　早朝、散歩して、××がまたクワガタのメスを発見。三匹目。

長野県に出る。野尻湖の遊覧船に乗る。これは、吾輩が一、二歳の時に乗ったのだが、琵琶島に一旦上陸するところなど、かすかに記憶があるのである。今日も暑い日だった。
　宿から一匹立派なカブトムシのオスを貰ったので、かごには四匹もひしめいている。

　ナウマンゾウ博物館にも行った。

　帰りは志賀高原、草津を通って帰ってきた。
八月十二日　火曜日　九一三六
　フォルク氏来る。

今日は、××泊。××と子供達は、暫く滞在する。
八月十三日  水曜日　九一三七
　今年は、本祭りなので神輿担ぎに参加しようと考えているので、××で半纏などの事話し、家系についての報告をした。ついでに、両親の子供の頃の住んでいた場所などについても確認しておいた。母は戦前は××××二丁目の日の出写真館のあった所の裏辺りに住んでいた。三月十日の空襲後、長岡齊藤六郎弟宅に疎開して、兄××の小学校入学に合せて××区永代に戻って来た。永代で神輿を担いだりしていた。父は、冬木で空襲に遭い、疎開先は、宮原家の坂城南條村で、南条小学校に通っていて、三年生の九月、××××一丁目のミスタードーナツの所の二階に住んでいた。××木材の事務所があったとのことで、一階は飲み屋だったそうだ。××一丁目には、小学校五年位に引越しして六年の時に盲腸になったそうだ。
八月十四日　木曜日　九一三八
　街はすっかり祭りの雰囲気になっているが、会社なので仕方が無い。
八月十五日  金曜日　九一三九
　今日は宵の宮である。××は子供会の会計になっているので、手伝いがある。吾輩も、挨拶に行った。

八月十六日  土曜日　九一四〇

　今日は子供神輿。××さんもいらっしゃる。結構長い距離を練り歩く。

午後大人神輿も練習する。深浜の神輿も少し担ぐことが出来た。雨が降ってきた。その後ライオンズの下の町会倉庫前で飲み会となる。　

八月十七日  日曜日　九一四一
　いよいよ連合渡御のである。××××は第四十九番目。既に昨日の一時間で左肩が皮向けていて、今日は右肩で担ごうとしている。手ぬぐいを挟む作戦だ。今日は天気が悪く寒い。これが普段であれば暑いので水を掛けられれば気分が良いのだろうが、水を掛けられると震え上がってしまう。時々お湯を掛けてくれるのが嬉しい。
　消火栓からの放水は威勢が良いものであるが、獣医さんが白衣を着て水を掛けていたりなども粋な感じがした。

　弁当は箱崎の辺りで震えながら食べた。

　八幡宮前を通過して×××に戻ってからも、随分町内を回っていた。

　やはり、かなり肩に来た。
八月十八日　月曜日　九一四二
　昼、さんさん。
八月十九日  火曜日　九一四三
　昼、ラ･ルーチェ。

八月二十日  水曜日　九一四四
　昼、×××。××。

八月二十一日  木曜日　九一四五
　昼、珈琲館。

　高野ソカの戸籍請求した。

　早乙女貢『會津士魂②』読む。

八月二十二日　金曜日　九一四六
　×××キャンプ。
　××フィル。
八月二十三日  土曜日　九一四七
　子供達歯医者。

　××野球。

　××フィル、定例会付き。

　
八月二十四日  日曜日　九一四八
　××野球。
　上野動物園。イトーヨーカ堂。

　××と××、神宮に野球観戦に行くが、雨で中止。

　    
八月二十五日　月曜日　九一四九
　夕方から大阪に行く。

　
八月二十六日  火曜日　九一五〇
　大阪で仕事。
八月二十七日　水曜日　九一五一
　昼、フェニックス。

　夜、外国のお客さん四人と土風呂で会食。

八月二十八日　木曜日　九一五二
　昼、珈琲館。

　祭りのケーブルテレビが放映されている。

　××で既にある戸籍を借りる。次の戸籍取得のためである。

　
八月二十九日  金曜日　九一五三
　昼、さんさん。

　長岡市役所に要求された戸籍コピー送付。
　××フィル。××氏達とＫＥＹ。
　『會津士魂④』読む。
八月三十日  土曜日　九一五四
　野球は中止で歯医者に行って、日本科学未来館で翼竜展を見に行った。

　イトーヨーカ堂で若鯱亭で夕食。

八月三十一日　日曜日　九一五五
　市川公民館で××××××。

九月一日　月曜日　九一五六
　関東大震災の発生日で防災の日なので、地震の話題が多少出る。

　

九月二日  火曜日　九一五七
　長岡市役所から電話があり、高野ソカの戸籍は直系でないため取れないということであった。これで摂田屋での本家の足取りを追うことは、非常に難しくなったと感じた。
　二十二時まで会社。

九月三日  水曜日　九一五八
　××区役所に行って母方齊藤六郎の戸籍を取る。『斉藤家人物解説表』作成開始。

　
九月四日　木曜日　九一五九
　経理で千駄木の鉄道レストラン『せとうち』で会食。日暮里経由で帰ってきた。
九月五日  金曜日　九一六〇
　長野県坂城町に宮原秀資家の戸籍請求。

××フィル。第九。
　今週は早く会社から帰ることが多かった。

　××で借りていた戸籍を返そうとしたら、コピーと替えてくれた。

　
九月六日  土曜日　九一六一
　八王子の滝山城を目指したが、中央道が混雑していたのと駐車場の発見にまごついていたために、時間切れで結局登ることが出来なかった。
　イトーヨーカ堂、万豚記。

　××のグローブを買った。

九月七日  日曜日　九一六二
　自転車で越中島公園に行く。

平井堅の曲二曲『キャンバス』、『君の好きなところ』、ピアノで演奏して録音。

ショパンの二十四の前奏曲の第四、七番もついでに録音した。　

『會津士魂⑥』彰義隊の話しなど読む。
　『篤姫』。
九月八日  月曜日　九一六三
　フレッシュネスバーガー。
九月九日　火曜日　九一六四
　×××食堂。

　宮原家の戸籍到着。『宮原家系図』作成。

九月十日  水曜日　九一六五
昼、珈琲館。

九月十一日  木曜日　九一六六
　×××、×、六歳の誕生日。

　昼は珈琲館。

　『斉藤家系図』作成。

　子供達を寝付かせるとき、源義経の話をした。お話のネタの尽きたときは、歴史の話をすれば良い（？）。

九月十二日  金曜日　九一六七
　昼、さぼてんのとんかつ弁当。
　長岡市へ斉藤六郎、いつの戸籍請求。

　××フィル、第九とマンフレートの練習。

　××ばあば。
九月十三日　土曜日　九一六八
　××は野球。

××ばあばと××以外の三人とトイザラスに行く。ばあばが×××、×に誕生日プレゼントをくれる。×××にはおもちゃのベビーカー、×には、ベルトと恐竜の人形。××にも恐竜の人形を買ってくれた。
昼食にイタリアンを食べた。

ばあばは、小学校六年生まで永代に居て、それから××町に引っ越したと言っていた。昭和二十八年頃と言うことになる。　

　

九月十四日  日曜日　九一六九
　××、××区千石球場で試合。

　神楽坂の××家に椅子を届けに行く。

　そのまま高野家にご招待する。

　吾輩は行徳にて××××××。

九月十五日  敬老の日　月曜日　九一七〇
　夜、ペッパーランチ。
九月十六日  火曜日　九一七一
　長岡市より、斉藤家、細川家の戸籍、五部あるとの連絡受けた。

　昼、一馬。

九月十七日　水曜日　九一七二
　長岡市に郵便小為替、二千二百五十円分送る。

　昼はハベリで仕事の説明の後、××の人達と食べる。

　初めて××の××氏を訪問する。
九月十八日　木曜日　九一七三
　昼、さんさん。
九月十九日　金曜日　九一七四
　午前××して初台ヴィジュアル・オルガン・コンサートに行った。昼はカレー。

　××フィル。
九月二十日  土曜日　九一七五
　××野球。

　××フィルの定例会。

　斉藤家、細川家の戸籍到着。

　イトーヨーカ堂フードコート。買出し。

　
九月二十一日　日曜日　九一七六
　××の野球は雨で中断。
　『崖の上のポニョ』見た。

　『篤姫』。

九月二十二日  月曜日　九一七七
昼、アジア文化会館。

九月二十三日  火曜日　秋分の日　九一七八
　××野球。土日のみならず祝日まで野球があるから大変だ。
　××に、斉藤、細川、宮原各家戸籍コピー渡す。おばあちゃんの百歳の祝い、内閣総理大臣、都知事、区長からのもの、写真で写しておく。
　国府台城見学。ここは小学生の時毎年秋の遠足で来ていたが、市川駅の近くの、よく練習している所の近くだったと分かる。もちろん、小学生の頃は、ここが城だと言う認識は無かった。大学生の頃、自転車でここに来て、里見氏の戦いが繰り広げられたことは案内板を読んで知った。途中江戸川区千葉街道上のサイゼリアで食べた。
　××区北スポーツセンターで久しぶりに泳ぐ。

　夜は家でホットケーキ。

九月二十四日  水曜日　九一七九
　昼、そじ坊。

　××フィルは第九とマンフレート。

九月二十五日　木曜日　九一八〇
　全日××関連トレーニングで昼は立派な弁当まで出た。

九月二十六日  金曜日　九一八一
　昼、カレー屋シャンティ。楽譜なしでちょっとピアノを弾く。

××フィル弦練。

九月二十七日　土曜日　九一八二
　××野球で××公園で練習試合をやっていた。

　イトーヨーカ堂で、×××の自転車の補助輪を外した。これで全員補助輪無しだ。

夜、ペッパーランチ。
九月二十八日　日曜日　九一八三
　PHS電話で撮った写真をせっせとコンピューターに転送して一元化した。これから撮影したらその場で転送することにする。

　××家の会である、××会に五年ぶり位に出席した。
　夜、若鯱亭。

『篤姫』。
九月二十九日  月曜日　九一八四
　静岡出張。仕事後、大阪に向かう。
　谷町四丁目のホテル･ザ･ルーテル泊。日本福音ルーテル大阪教会が隣にある。夕食は陳麻飯で麻婆豆腐を食べた。

九月三十日  火曜日　九一八五
　大阪で仕事。

　夜帰って来る。

　
十月一日  水曜日　九一八六
　昼、珈琲館。
　××。二回目。

十月二日  木曜日　九一八七
　会社で万歩計持たされる。

　昼は一馬。

××フィル。第九のみ。

十月三日  金曜日　九一八八
　昼、珈琲館。

『會津士魂⑪』読了。

十月四日  土曜日　九一八九
　××野球。
　カブトムシのカブちゃん埋葬。

　十条の岸病院に××××おばあちゃんのお見舞いに行く。おばあちゃんは、六月十五日に百歳になり、敬老の日には、内閣総理大臣福田康夫、石原都知事、山崎××区長からお祝いを貰っているのであるが、今肺炎に掛かってしまっている。

　行ってみたが、熱で少し苦しそうであった。

十月五日  日曜日　九一九〇
　××試合。
　市川にて××××××。午前十時から午後三時まで。

　夕食サイゼリア。

　『篤姫』、『名曲探偵アマデウス』。

十月六日  月曜日　九一九一
　昼、フレッシュネスバーガー。
十月七日　火曜日　九一九二
　昼、イタリア。

十月八日  水曜日　九一九三
　昼、さんさん。
十月九日  木曜日　九一九四
　昼、×××。
　××響森下四階。

　
十月十日　金曜日　九一九五
　また昼、×××。メンバーが昨日とは違う。

　××フィル。シューマンとベートーベン。

十月十一日  土曜日　九一九六
　×××、自転車、スタート、停止、曲がることも自分で出来るようになった。

　親水公園から××場図書館にも行った。××町公園も。

十月十二日  日曜日　九一九七
　××野球。

砧公園、馬事公苑に行った。

　
十月十三日  月曜日　九一九八
　××野球。

×××保育園大運動会。×××と×にとっても最後の保育園の運動会。親も運動会で走るのは最後だろう。

××じいじ、ばあばも来た。

海賊の格好（×）や祭りの半纏わ着て（×××）、行進もした。

騎馬戦は××が×××を、吾輩が×を担いで競った。　
十月十四日  火曜日　九一九九
　昼、そじ坊。

　
十月十五日　水曜日　九二〇〇

昼、さんさんでメンチ。

　早く寝る。
十月十六日　木曜日　九二〇一
　昼、お客さん、Mr. ××××とプメミエで食事。

　初めてアマゾンで本を購入した。

　七宮ケイ（さんずいに幸）三『下野・宇都宮一族』（新人物往来社二〇〇六年）と佐直義治『和田一族の末裔』（文芸社二〇〇六年）である。

　××を送りに行った序に図書館で家系に関する調べ物を最近ちょくちょくしているが、今夜は、インターネットでも、三浦和田氏について調べた。

十月十七日  金曜日　九二〇二
　昼、フェニックス。
　××フィル。いつものように××ばあばが家に来てくれる。

　早乙女貢『會津士魂』全十三巻読了。

　当高野家の先祖、三浦和田氏系か宇都宮八田系ではないかと疑う。

十月十八日　土曜日　九二〇三
　××野球、×××××学童。
　図書館に行ったり、×××と××公園の××区民祭りに行って風船を貰ったりした。

　夜、ペッパーランチ。
十月十九日  日曜日　九二〇四
　××交響楽団本番。墨田トリフォニーホール。
　松岡究指揮。

　ヨハン・シュトラウス『こうもり』序曲

　マックス･レーガー『モーツァルトの主題による変奏曲』

　シューマン交響曲第三番　変ホ長調『ライン』。


　
　夕食はサイゼリア。

　『篤姫』。

十月二十日  月曜日　九二〇五
　昼、一馬？
十月二十一日　火曜日　九二〇六
　昼、さんさん。

十月二十二日　水曜日　九二〇七
昼、フレッシュネスバーガー。

××××氏。スタッカート、スピッカート。

十月二十三日  木曜日　九二〇八
　昼、×××。

　予算業務のため、帰宅二十四時過ぎ。

十月二十四日  金曜日　九二〇九　雨
　一ドル九二円。株価バブル崩壊後最安値へ。
　昼、珈琲館。

　帰宅二十四時過ぎ。

  　
十月二十五日  土曜日　九二一〇
　××野球。
　××フィル練習と定例会。合間に××の迎え。

十月二十六日  日曜日　九二一一
　日本福音ルーテル武蔵野教会にて、××××××ンサンブル演奏会。花井哲郎指揮。
　カンタータ第一一四番

　カンタータ第一六七番

カンタータ第一八一番
カンタータ第一九六番

　自分のバイオリンの音がちょっと響かないように感じた。湿気の所為か弓の所為か？

今回も打ち上げには出なかった。

『篤姫』、『名曲探偵アマデウス』。またショパンの二十四の前奏曲についてやっていた。再放送のようだ。
十月二十七日　月曜日　九二一二
　昼、フレッシュネスバーガー。

二十四時過ぎ帰宅。

『齊藤家･細川家人物解説表』完成。
十月二十八日  火曜日　九二一三
　昼、二階で食べた。
　築地で××さんの仲介で××隊長と十年ぶりに会った。私の先祖が長岡と言うことで、集ってくれたのである。市場の厨房という店だった。
十月二十九日  水曜日　九二一四
　頭痛がひどい日だったが、ようやく夜になって治った。
　昼はヨーグルトで済ませた。

　××がバイオリンの巨匠のＤＶＤを買った。

　『続会津士魂③』読了。
十月三十日　木曜日　九二一五
　昼、なかむらで食べる。

十月三十一日  金曜日　九二一六
　××フィル。魂柱が倒れる。やはり、何かの衝撃で魂柱の位置が変わっていたのだろう。たまたま××さんが応急で立ててくれる。明日から合宿なので助かった。
十一月一日  土曜日　九二一七
　××フィル合宿。

　昼はガスト。宿は前回、前々回と同じ沼田。毎食後コーヒーを飲めるのが嬉しい。宴会は大体零時半まで居た。

十一月二日  日曜日　九二一八
　この日は、×××バザーの日だったのだが、合宿の方を優先した。

今回の合宿は、二日目、昼食後までやって、その後、通しをやった。

　帰りは、四人で帰って来た。浜金谷に寄って西船橋経由で帰って来た。

十一月三日  文化の日 九二一九 

　ホームページ開設第十周年記念日。
　××野球。浦安の入船小学校での試合を車で見に行く。イトーヨーカ堂新浦安のフードコートで食事して、結局××店でも買い物した。夜、××散髪に××が連れて行く。
　
十一月四日  火曜日　九二二〇
　三十九歳誕生日。

　昼、不忍通りの初めての定食屋で食べたが不味かった。

十一月五日  水曜日　九二二一
　アメリカ大統領オバマ氏当選。

　昼フレッシュネスバーガー。

　夜、ピアノ練習。

　
十一月六日  木曜日　九二二二
昼、珈琲館。

夜、ピアノ練習。

十一月七日  金曜日　九二二三
　昼、スイスからのお客さんと、おたんこで寿司を食べて、六義園を五人で散歩した。実は会社がこちらに引っ越してきてから初めて園内に入った。以前入園したのは、赤坂に勤め始めて間もない頃だったと思う。
十一月八日  土曜日　九二二四
　ウォークラリー欠席。

　代々木アルテ工房にてバイオリンの調整をして貰った。××はついでに弓の張替え。ゴムの消音器も購入。××で代々木駅前のドトールに入る。雨っぽかった。車、××の急な四時の解散に間に合わず、一人で帰るように伝える。××、××町公園の山の上で待っていた。
　
十一月九日　日曜日　九二二五
　小雨の中、×××××小学校で野球。吾輩は車で子供達の移動手伝う。
　イトーヨーカ堂、ペッパーランチ。

　『篤姫』。

　またアマゾンで稲川明雄『長岡城　落日の涙』注文する。

　
十一月十日  月曜日　九二二六
　昼、フェニックス。
　×が作曲と言って、色々楽譜を書いているが、題名が面白いので挙げておこう。

　『なことく』『へあドリ』『なんきょくのおはなし』『だいめのなおんがかい（ママ）』『うさぎのかくれっぽ（ママ）』『しまうまのかけっこ』『なんまんぞう』。×が××先生にこれらを渡すと言っている。

　『司馬遼太郎と城を歩く』読了。
十一月十一日  火曜日　九二二七
　×××、×、遠足。

　昼、二階。

十一月十二日  水曜日　九二二八
　昼、東華。

　『続会津士魂⑤』読了。
十一月十三日　木曜日　九二二九
　××、眼科。

　昼、×××。

　××フィル、第九。

十一月十四日  金曜日　九二三〇
　昼、フレッシュネスバーガー。

『続会津士魂⑥』読了。
『高野家の人々』執筆。
十一月十五日  土曜日　九二三一
　××は野球。

　図書館でまた『角川日本地名大辞典十五新潟県』（角川書店平成三年）を読んでいたのだが、越路中沢は明治三十四年より前は中野島村に属していたようだ。

　また、奥山庄については、和田宗実は建久三年より前に奥山庄地頭職になっていたとの事。また、中条時実が延文四年より後に高野郷も支配。との事。

　四人で本郷に散歩に行った。木造の本郷館や、徳田秋声の家を紹介したりした。やがて雨が降り出し急いで帰宅した。

　××を迎えに行って、ペッパーランチで食事した。

十一月十六日  日曜日　九二三二
　午前中、イトーヨーカ堂で買い物。

　午後、××××××の反省会、所見大会が、初めての会場、亀有リリオホールであった。

　暫く中断していた、『いたずらぼうず大作戦』、そして『高野家の人々』を書き進めた。

　『篤姫』、『名曲探偵アマデウス』など。

十一月十七日  月曜日　九二三三
　昼、フレッシュネス。『続・会津士魂⑥』読了。
明後日の××××氏予約した。PHSで文や日記を書くことを着想した。今更と言った感があるが。
十一月十八日　火曜日　九二三四
　昼はゲスツと二階で食事。二十一時頃帰宅。子供達三人とも大分ピアノが弾けるようになって来た。自分もバイオリンとピアノの練習。
帰宅後、宮原家人物一覧の記載洩れを発見して、追記するのに一時間程費やしてしまった。

十一月十九日  水曜日　九二三五
　ドッジボールをしている夢を見た。相手は保育園の先生で吾輩は必死に逃げている。×××の夢を代わりに見てしまったのではないだろうか。

昼は東華。

家紋の『丸に笹竜胆』について考察。この紋は村上源氏、嵯峨源氏、石川氏などの代表紋であるようだが、どうしても我が家と繋がって来ない。もっとも、権吉が使用していたのはわかっているが孫×の代にも使っていたか確証が無い。聞くところによると石川県には笹竜胆が石川氏の関連で多いと言う。妄想だが金沢出身の妻の岡田美津の家が笹竜胆で

権吉はそれを使ってしまったなんてことはないだろうか。
　××の××氏。スピッカートも音階でやる。目から鱗の落ちる説明だった。
十一月二十日　木曜日　九二三六
　昼はたまたま××氏らにあって「×××食堂」。
幕末上杉軍の中にも高野広次や織右衛門など三浦和田系と思われる高野の名が見える。彼らは長岡に派遣されて来たのだ。
十一月二十一日　金曜日　九二三七
　昼スティーブ氏と××氏と、初めて新しく出来た米国風ドロッブスバーガーで食べた。

××フィルは、第九の一、四楽章とマンフレート序曲。スピッカートなどの練習の効果がすぐ出た。帰って××ばあばのお刺身を頂いて寝てしまった。
十一月二十二日  土曜日　九二三八
　××町公園で××××と野球をやって遊ぶ。

イトーヨーカ堂で『仮面ライダー電王アンドキバ』。

夜、××お迎え。

××フィル第九練習。珍しく二日連続の練習である。来週もである。
『続・会津士魂⑦』読了。　　

十一月二十三日  勤労感謝の日  日曜日　九二三九
　××の野球の試合、竹の子カップで扇大橋の袂まで行った。

ペッパーランチ。『篤姫』はいよいよ江戸総攻撃の四日前。
Ｎ響アワーで、ラヴェルの『ラヴァルス』が改めて良いと思った。　

　ホームページに自作以外の生演奏を載せる。
　『名曲探偵アマデウス』はサティーのジムノぺディーについて。

十一月二十四日  月曜日　振替休日　九二四〇
　××の試合で今日も昨日と同じ扇大橋の袂に行った。昼はモスバーガーで食べた。
　雨が降ってきて清澄ですぐ解散となり、××を引き取って、みんなでイトーヨーカ堂に行った。××が買い物中、子供達とおもちゃ売り場を見ていた。

　自宅でとんかつを食べる。

　ホームページに『最近の出来事』欄を加えたり、幾つか刷新する。

　この日記帳、本日七月辺りから、ここまで書いてきて、ついに追い着いた！これからは電話機で書いたりするので余り遅れないだろう。
十一月二十五日  火曜日　九二四一
　昼は停年前に東京に来た××さんを交えてのランチに混ぜてもらった。夜はゲスト二人と我々五人でブラジリアン料理。肉がたくさん出てきたが腸は大丈夫か？

最近×橋の××ビルがなくなって更地になって泉湯が良く見える。かなり広い土地だ。何になるのだろう。脇にある戦前の物と思われる『国威宣揚』の国旗台はまだ残っている。

十一月二十六日  水曜日　九二四二
　朝、オートバイと昆虫の夢を見た。

昼は一馬で牡蠣定食。

バイオリン

音程登り下りイメージ、登りイタリアの青空。左手メロディにあわせて。
手のひらに空気。楽器の支え。手首角度。弓の傾き角度。スタッカートＥ派手にしてオーケー。離す要素、ぶつける要素。ベートーベン重心。

帰ったら×が作曲？したものを××さんが清書して綴じてくださった。なまりうた、なんまんぞう、たのしむうた、など。

×××の小さい歯が初めて抜けた。今日はピアノも弾いた。
　　　
十一月二十七日　木曜日　九二四三
雨。昼は珈琲館。有楽町にて『まぼろしの邪馬台国』。　　　　  

十一月二十八日  金曜日　九二四四
　昼はフェニックスでカレー。
　××フィル。全曲。
十一月二十九日  土曜日　九二四五
　××は野球。
　我々は午後はずっとオーケストラ。第九。そういえば朝の夢もオーケストラだったような。

　途中の二時間で、××を迎えに行き、お風呂に入れ、食事させて、××町に舞い戻った。
十一月三十日  日曜日　九二四六
　仕事で書類になかなか文章を埋められない夢。

　天気良し。××野球。
　久しぶりにミラの床掃除をした。すごい埃だった。

四人で午後、大宮に車でお墓参りに行った。行き掛けにガストでハンバーグを食べた。ガストは店によって値段等の設定が違うようだ。

今日は、風が強く線香になかなか火が付きにくかったが何とか付いた。

××のお迎え。××はピッチャーをやったと喜んでいた。
イトーヨーカ堂。ラジオで仲道郁代が「バッハを聞くと頭が良くなるかも知れない」と言っていた。

『篤姫』は江戸開城。『名曲探偵アマデウス』はクロイツェル・ソナタ。 

　×が友達への凝った誕生日カードを作っていた。飛び出す絵本のようで、笹竜胆の家紋や武田や北条の旗印を書き込んでいた。
　×××は、パパに甘えて寄って来る。×××は、「パパもママも好きだけど、基本的にパパが好き」と言っている。
　新幹線〇系が今日で最後だったそうだ。
十二月一日  月曜日　九二四七
　昼は××、××各氏と定食屋。
　帰ったら、×××が飛んで来た。
　『高野家の人々　江戸明治編』第一稿完成。ホームページに掲載。

十二月二日  火曜日　九二四八
　昼は六人でフェニックス×××ライカレー。
　『高野家の人々　江戸明治編』を早速ちょっと校正。

　×がクリスマス劇で出て来る歌詞を紙にたくさん書いた。ひらがなカタカナ混じっているが、結構量もある。バイオリンの練習今日も出来ず。
十二月三日　水曜日　九二四九
　空は青空。埃も立っていない。

昼は二階。食べていると、歯の詰め物がまた取れて、××××歯科に初めて行った。

今日は大分俳句や漢詩ができた。ホームページにその漢詩類や過去の記録物を掲載した。
　『続会津士魂⑧』読了。ついに、正続二十一巻全巻読了した。
十二月四日　木曜日　九二五〇
　昼は、×××食堂。

　司馬遼太郎『馬上少年過ぐ』

　自散髪。

十二月五日  金曜日　九二五一
　ボーナス支給日。昼は五人でフェニックス。

　××フィル練習。全曲。

　インターネットで映画『連合艦隊』の前半を見た。

十二月六日  土曜日　九二五二
　××野球。
　子供達は××で、親は××フィル練習。

　夕食はみんなで東天紅。

十二月七日  日曜日　九二五三
××フィル本番。ティアラ××大ホール、土田政昭指揮。××区民合唱団。

　シューマン　『マンフレート』序曲

　シューベルト　ロザムンデ間奏曲

　ベートーベン　交響曲第九番『合唱付き』

　昨年同様、レセプションと神谷酒場での打ち上げに出た。

　今回は、会社関係のお客さんがたくさん来てくださった。
十二月八日  月曜日　九二五四

　開戦六十七年周年。昼はフェニックス。帰ってから『最近の出来事』などの追加。『連合艦隊』後半を見た。　

十二月九日  火曜日　九二五五
　朝、俄かに気分が悪くなってきた。
　最初はまた×かと思い、何も食べないようにした。段々熱が出てきた。早退することも出来ず、歯医者にも行かねばならず、ようやく午後七時半頃家に着いて、そのまま横になった。

十二月十日　水曜日　九二五六
　小さな山に登ったりスクーターに乗る夢。

朝起きたら熱がひいていた。

昼は食べなかった。

夜は乃木坂にて会社の忘年会。

十二月十一日　木曜日　九二五七
　旅の夢。大きな階段がある。

今朝はそんなに寒くなかった。

昼は蕎麦屋。午後九時半まで仕事。

×がバッハの本の中の手書きの楽譜や写真に興味を示したので、そこに載っていたマタイ受難曲を聴いたりした。
　こんな物語上のせりふが思い浮かんだ。「人は見えない世界を有する。その世界を意識世界上に拡げてくれるものを人は神と呼ぶのではないだろうか。私はそんな風に思ったりした。人と人は最終的には分かりあえない。それぞれの見えない世界を自分のなかで見ようとしているだけだ。」

十二月十二日  金曜日　九二五八
　今日は車を停めるところが無くて朝遠くに停めた。昼は喫茶店。
　コーヒーの飲み過ぎかと思って、水を飲むようにした。
　××フィル。チャイコフスキー交響曲第四番の第一回目。

十二月十三日　土曜日　九二五九
　××は午後二時まで野球。
　御茶ノ水に行ってラーメンを食べたりした。

　×××のクリスマス会のため、二時半には××を×××に連れて行った。×××は武田堀公園で遊ぶ。一旦家に帰る。

　四時から×××クリスマス会。聖劇で××は去年博士だったが今年は羊飼いをやっていた。

　その後はお楽しみ会があり、先生たちが手品をやったりして、楽しませてくれた。

　録画で『トリック劇場版』を観る。
十二月十四日　日曜日　九二六〇
　雨で野球は無し。
　二時から××先生のピアノ発表会での合奏の練習。場所は×××。『手のひらを太陽に』『雪』『正月』の三曲。

　『篤姫』最終回。『名曲探偵アマデウス』はモーツァルトのクラリネット五重奏。
十二月十五日　月曜日　九二六一
  久しぶりに休暇を取って国会図書館に行った。実は初めてだ。

　　渡辺徳昭著『長岡藩中分限帳（写）』一九九二年
　　新井康友編集『高野一族』日本家系協会出版部　昭和五十八年八月
　　小川幸代『長岡藩士の娘貞心尼　柏崎市立図書館所×「中村藤八による智譲尼より聞取書」』全国良寛会長岡大会実行委員会　平成二十年
など。

『特命係長只野仁最後の係長』を有楽町で観た。　

　夕食は家でラーメン。

十二月十六日　火曜日　九二六二
　昼は串あげ蕎麦屋。

夜は五人で有楽町。

十二月十七日  水曜日　九二六三
　朝早く出張り。

　九時頃帰宅。
　
十二月十八日　木曜日　九二六四
　朝×××が左耳の下が痛いと言い出した。ついに来たかという感じだった。

昼は弁当を買った。

八時半頃まで会社に居た。

台所電灯修理。

　
十二月十九日  金曜日　九二六五
　シャンティでカレーを食べたが、ピアノは弾く席が無かった。

　××フィルはイーゴリ公とペールギュントの所見大会。この二曲は、初めて弾いた。そして、その後は忘年会。
　××の学芸会には、××が行った。

　夜、ストラディバリウスとガルネリウスによる、四人のバイオリン協奏曲の番組を見た。
十二月二十日　土曜日　九二六六
　今日は、××の学芸会と、×××のクリスマス。
　×××は天使、×は羊飼い。

　昼は、××とデニーズで食べた。その後イトーヨーカ堂で、クリスマスのプレゼントやら、ランドセルやら買ってもらい、夕食までご馳走になった。

十二月二十一日  日曜日　九二六七
　野球の親子大会が夢の島であった。

　試合は九対八で三年生チームがめでたく勝った。終了後バーベキュー広場で豚汁やフランクフルトを食べた。

　三時ごろ帰宅して、疲れて寝てしまった。
　
十二月二十二日  月曜日　九二六八
　××は、学校が学芸会の振替で休みなので久しぶりに家族で遠出して鉄道博物館に行って来た。××が珍しくお腹が痛いと言い出したので早目に切り上げたがかなり疲れた。

六時過ぎから神田の×××会に参加した。三人だった。
　東京駅から光福寺にお菓子を送った。
十二月二十三日  火曜日　九二六九
　××町公園、図書館、ドトール、イトーヨーカ堂。発表会用の靴を買ったりする。××がケーキをくれた。
年賀状はセブンイレブンで受け取り。
光福寺に手紙を書いた。
父から連絡があり、北海道から返事が来たと言うことであった。ただ、孫蔵の名前も知らず、権吉すら北海道生まれだと言う認識であった。北海道での権吉の仕事は、牧畜と漁業関係だと言う。家紋についても、何ら情報は無かった。

　クリスマスパーティーは今日やってしまった。夜、合奏したり、昔録画したモーツァルト･ドラマを見たりした。
十二月二十四日  水曜日　九二七〇
　昼はミーティング後イタリア料理。
　××フィル。チャイコフスキー第四番の第一楽章のみ。

　光福寺に手紙発送。
十二月二十五日  木曜日　九二七一
　サンタクロース来たる。

　××は日本地図パズル、×××はラヴアンドベリーのドリル、×は恐竜キングのドリルを貰った。

フェニックスで串かつセットを食べた。
十二月二十六日  金曜日　九二七二
　仕事納めの今日の昼は、×××。寒波が激しかった。三時半から納会。その後、歯医者に行って、仕事も続き、結局九時過ぎ迄会社に居た。
　日本テレビ『東京大空襲』を途中から観た。
　
十二月二十七日　土曜日　九二七三
　遅く起床した。イトーヨーカ堂に行って発表会用の靴やズボンを買った。フードコートで休んだ。
夜、年賀状を書き始めた。
十二月二十八日  日曜日　九二七四
　午前中、××資料館で子供達のピアノの発表会だった。×は二番目で袋の中の子豚、古い柱時計、×××は三番目で喜びの歌と歯ブラシのマーチ、××はみずうみとアラベスクを弾いた。××が来てくれてジョナサンで昼食。
夜は年賀状書きと旅行の支度。

十二月二十九日  月曜日　九二七五
　三時起き四時出発。安達太良で朝食。菅生で休憩して十一時に松島着。全く渋滞は無かった。瑞巌寺、松島湾クルーズ、五大堂。

昼食は牛舌定食を食べた。

みちのく伊達政宗歴史館。

かつ庄で夕食、仙台泉の仙台ベストウエスタンホテル泊。豪華な部屋だった。大浴場にはサウナも在った。ホテルの隣には白衣大観音が聳え立っており、夜目に見えた時にはびっくりした。
十二月三十日  火曜日　九二七六
　朝食を豪華に食べた。ホテル横の白衣大観音を見て、青葉城に行った。青葉城資料展示館にも入った。昼食はまた牛舌。青葉城から大観音とベストウエスタンホテルが見えた。その後、二本松岳温泉に向かった。宝龍荘泊。雪が降り始めた。露天風呂が良かった。
十二月三十一日  水曜日　九二七七
　朝雪見風呂に入った。

チェーンを巻いて二本松城に向かったが、この時、スリップした。幸い何の事故にもならなかったのには、ほっとした。
丹羽氏の二本松城見学の後は、磐城のスパリゾート・ハワイアンズに行った。二〇〇七年の九月にもここに来たが、またである。午後七時半過ぎまでいて、帰宅した。往路と同様全く渋滞は無く、十時半前には到着していた。
紅白とジルベスター・コンサート（ラプソディー・イン・ブルー）を観て年を越した。
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